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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文では、途上国の現地企業が主要な役割を果たすようなケースに焦点を当てながら、先進国から途上国への国
際間技術移転の決定要因と影響について理論モデルを使って考察している。途上国の現地企業は、先進国の製品を模
倣するか、または先端製品のライセンス契約を締結することによって、直接的に先進技術を学ぶことができると考え
られる。本論文は４つの章から構成されているが、前半の２つの章では模倣を通じた技術移転の過程とその経済に及
ぼす影響について考察している。第１章においては、動学的二国モデルを用い、発展途上国における製品の模倣を通
じた技術獲得活動が、途上国と先進国の間の技術格差および両国の厚生にどのような影響を与えるかを分析している。
そのモデルの分析により、もし途上国における模倣活動の生産性が十分に高ければ、途上国は先進国の技術水準に追
いついていくことができることと、もし消費者が製品の多様性を強く好む状況であるならば、模倣活動の生産性を高
めることで、途上国の消費者のみならず、先進国の消費者の厚生も高めることができることが示される。第２章にお
いては、模倣活動を通じた発展途上国への製品製造拠点の移動が、先進国の国内において、熟練労働者と非熟練労働
者の間の賃金格差を拡大させる方向に作用することを議論している。現実の先進国では近年、熟練労働の供給が増加
しているにもかかわらず、賃金格差が拡大する傾向にあることが指摘されており、本研究の結果はその現実の観察と
も整合的になっている。また、後半の２つの章においては、国際間技術移転におけるライセンス契約活動の重要性に
注目している。第３章においては、ライセンス契約を二国の動学的一般均衡モデルの枠組みに取り入れた基本モデル
を構築している。そこでは、現地企業がライセンス契約交渉において重要な役割を果たすような状況を考え、モデル
の定常状態への移行経路とパラメータ変化がイノベーションや途上国への技術移転に与える短期・長期の効果を検討
している。第４章においては、第３章のモデルをさらに拡張することで、製品のコピーが横行する状況下で途上国へ
のライセンスを通じた技術移転がどう決定されるかを検討している。また、途上国における模倣取締りを通じた知的
財産権の保護強化が、先進国におけるイノベーションや途上国への技術移転に対し正の影響をもたらすことを示して
いる。 
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 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、先進国から発展途上国への技術移転の問題を経済成長理論のフレームワークを用いて分析した極めてオ
リジナリティの高い研究である。技術移転の方法として本研究が対象とするのはイミテーションとライセンシングで
ある。このような技術移転のもとで知的所有権の保護強化が与える影響について新たな政策的な含意を得ている。以
上から、博士（経済学）に十分に値すると判断する。 
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